
令和元年度　第31回新居関跡整備委員会議事録

１ 　 日 　 時 　 　 令 和 2 年 1 月 16 日 （ 木 ） 　 午 後 2 時 ～ 午 後 4 時 35 分

２ 　 場 　 所 　 　 新 居 地 域 セ ン タ ー 北 中 会 議 室

３ 　 出 席 者 　 　 整 備 委 員 　 渡 辺 委 員 　 向 坂 委 員 　 寺 田 委 員 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 金 原 委 員 　 箱 崎 委 員

　 　 　 　 　 　 　 静 岡 県 　 文 化 財 課 　 　

　 　 　 　 　 　 　 事 務 局 　 渡 辺 教 育 長

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ポ ー ツ ・ 文 化 課 長 　 岡 本

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 藤 井 ・ 鈴 木

４ 　 議 　 題 　 　 ① 令 和 元 年 度 関 所 整 備 進 捗 状 況 に つ い て （ 報 告 ）

　 　 　 　 　 　 　 ② 女 改 之 長 屋 の 展 示 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 ③ 令 和 2 年 度 事 業 計 画 に つ い て 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 ④ 今 後 の 事 業 計 画 に つ い て

　 　 　 　 　

５ 　 公 開 ・ 非 公 開 の 別 　 　 公 開

６ 　 傍 聴 者 　 　 無

　 　

【開  会】

あ い さ つ

・ 渡 辺 委 員 長

・ 渡 辺 教 育 長

【議 　 題】

１ 　 令 和 元 年 度 関 所 整 備 進 捗 状 況 に つ い て （ 報 告 ）

　 　 ※ 事 務 局 よ り 進 捗 状 況 に つ い て 説 明

・ 女 改 之 長 屋 復 元 整 備 工 事 に つ い て

・ 整 備 委 員 会 の 開 催

・ 整 備 過 程 の 活 用

・ 関 所 構 内 の 修 繕

（ 委 員 ） 構 内 修 繕 に つ い て、 現 状 と 路 盤 が 風 雨 に よ る も の な の か、 　

　 調 査 を し て 原 因 を つ き と め 整 備 報 告 書 に 記 録 し て お く こ と が 他 の 史 跡

　 の 貴 重 な 資 料 と な る。 オ リ ン ピ ッ ク の 聖 火 リ レ ー の 静 岡 県 の 出 発 式 と

　 な る の で、 関 所 の ア ピ ー ル に つ な げ て ほ し い。

（ 委 員 長 ）6/1見 学 の 参 加 者 数 が 多 い が 要 因 は ？ 次 の 誘 客 に 生 か し て ほ



し い。

（ 事 務 局 ） 工 事 途 中 が そ の と き し か 見 ら れ な い こ と や、 土 壁 や こ け ら 板

　 の 釘 打 ち 体 験 が で き る こ と が 大 き か っ た の で は な い か。

　 ま た 小 中 学 生 に こ け ら 板 に 記 名 を し て も ら っ た。

（ 委 員 ） 当 日 は 子 ど も よ り も 大 人 が 多 か っ た。 潜 在 的 に 興 味 の あ る

　 人 が 多 い の で は な い か。

（ 委 員 ） 土 壁 体 験 は こ れ か ら も 可 能 で あ る か も し れ な い。

　

２ 　 女 改 之 長 屋 の 展 示 に つ い て

【展 示 民 具】

（ 委 員 長 ） 膳 は 脚 付 き で な く、 箱 膳 で あ ろ う。 和 傘 も 使 用 し た の で は な

　 い か。 お お む ね 良 さ そ う で あ る が、 随 時 更 新 し て い け ば よ い。

　 発 掘 遺 物 を 見 る と 良 い 品 を 使 っ て い る よ う に み え る。

（ 事 務 局 ） 女 改 之 長 屋 と 面 番 所 か ら で た 遺 物 な の で、 関 所 の 上 級 役 人 が

　 使 っ て い た か も し れ な い。

（ 委 員 ） タ ン ス は 富 裕 層 が 使 っ た。 お く ど が あ っ た 家 は、 か な り 裕

　 福 な 家 で、 庶 民 は 七 輪 を 使 用 し た と 聞 い た こ と が あ る。

（ 委 員 長 ） 次 々 に 置 い て 民 具 室 に な ら な い よ う。

【解 説 a】

（ 委 員 長 ） 「女 改 之 長 屋」 と い う 「之」 は 呼 び に く い が、 名 称 は こ れ で

決 ま り か ？ 「女 改 長 屋」 の 方 が よ い の で は。

（ 事 務 局 ） 女 改 人 長 屋 な ど、 記 録 で は 他 の 呼 称 も あ る が、 過 去 の 整 備 委

員 会 で、 呼 び 方 を 決 め た。 「女 改 之 長 屋」 で 統 一 し た い。

（ 委 員 ） 正 式 な も の は 行 政 用 語 で、 通 称 が あ っ て も よ い か も。

（ 委 員 ） キ ャ プ シ ョ ン 解 説 で は、 「長 屋」 「女 改 之 長 屋」 「女 改 人 　

　 長 屋」 と あ る の で、 歴 史 上 記 録 に な い も の を 通 称 と す る の は よ く な

　 い。 た だ、 「な ど」 と あ る の で、 「女 改 長 屋」 と 言 っ て い る 記 録 が あ

　 る の か ？

（ 事 務 局 ） 確 認 し て 決 定 す る。

（ 委 員 ） 長 屋 の 解 説 で、 そ も そ も 「女 改 め」 を す る 必 要 を 記 載 し た ほ う

が よ い。 女 改 之 長 屋 が 新 居 関 所 だ け の 特 徴 で あ れ ば、 そ れ を も っ と 前 面

に だ し た 文 章 に 修 正 を。



【解 説 b】

（ 委 員 ） 新 居 近 辺 で 出 産 し た 「も の」 は 「者」 。 「改 め 婆」 と 「改 　

　 婆」 の 文 字 の 統 一。 ル ビ も 「バ バ ア」 と 読 ん で い た が 「バ バ」 か ？

（ 委 員 ） お は ぐ ろ 付 き 小 女 も い た と 文 献 に あ る の で、 キ ャ プ シ ョ ン

　 の 女 の 区 分 を 検 討 を。

（ 委 員 ） 女 性 の 区 分 の 「女」 の 説 明 を 入 れ た ほ う が よ い。

（ 委 員 長 ） 女 の 区 分 の 名 称 に は す べ て ル ビ を ふ る。

【解 説 c】

（ 委 員 ） 姫 街 道 と い う 言 葉 は 清 川 八 郎 が 初 見 で、 使 っ て い た か ？

（ 委 員 長 ） 旅 日 記 を み て い る と、 清 川 以 前 に あ る。

（ 事 務 局 ） 諸 説 あ る の で 言 わ れ て い ま す、 と ぼ や か し て い る。

【解 説 ｄ】

（ 委 員 ） タ イ ト ル が 疑 問 形 で あ る が、 す ぐ に 回 答 が あ る の で 文 章 を

　 変 更。 例 文 ： 「こ の 建 物 に は ト イ レ と 調 理 器 具 が あ り ま せ ん」

（ 委 員 長 ） 番 頭 は 家 老 身 分 で あ る の で、 厠 を 一 緒 に 使 う こ と は な い。

　 面 番 所 の 厠 を 使 っ た の だ ろ う。

（ 委 員 ） お く ど が あ っ た 家 は、 か な り 裕 福 な 家 で、 庶 民 は 七 輪 を 使

　 用 し た と 聞 い た こ と が あ る。

【解 説 e】

（ 委 員 ） か つ て を 削 る。 建 物 の 詳 細 規 模 も 不 要。

【全 体】 　 　

（ 委 員 ） 名 詞 や 歴 史 用 語 に は す べ て ル ビ が 必 要。

　 一 字 下 げ な ど の レ イ ア ウ ト 配 置 に も 注 意。

（ 委 員 ） 一 度 意 見 を 集 約 し て、 絵 図 を 入 れ た グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン

　 を し た 下 案 の 段 階 で、 委 員 に メ ー ル 審 議 を し て も ら う よ う に。

【講 座 に つ い て】

（ 委 員 ） 令 和 ２ 年 度 の 整 備 で 木 柵 塗 り な ど 工 事 を 生 か し た 市 民 参 加 の

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 検 討 を し た ら ど う か。



３ 　 令 和 2 年 度 事 業 計 画 に つ い て

（ 委 員 ） 電 柱 は 地 中 化 で き な い か ？

（ 事 務 局 ） 中 部 電 力 と 検 討 を 重 ね た が、 無 理 で あ っ た。

（ 委 員 ） 面 番 所 南 東 の 防 犯 セ ン サ ー は、 渡 船 場 側 に し て 写 真 や 映 画 　 　

　 撮 影 に 使 え る よ う 差 し 支 え の な い 場 所 に し た ら ど う か。

（ 事 務 局 ） 松 の あ た り に 近 づ け て 目 立 た な い よ う に す る。

（ 県 ） 工 事 期 間 に 消 防 設 備 の 空 白 期 間 に 問 題 が な い よ う に し て ほ し い、

　 と 文 化 庁 か ら 指 導 を 受 け て い る。

（ 委 員 ） 泉 町 自 主 防 災 会 で は300メ ー ル く ら い 離 れ た と こ ろ に 可 搬

　 ポ ン プ を 所 有 し て お り、 備 え を し て い る。

４ 　 今 後 の 事 業 計 画 に つ い て

（ 委 員 ） サ イ ン 看 板 は 調 査 官 か ら 指 摘 さ れ た 必 須 事 項 で な け れ ば、

　 撮 影 な ど を 考 慮 し て 恒 久 的 な も の は 設 置 し な い。 遺 構 が な い と こ ろ に

　 設 置 す る こ と。 建 物 が す で に あ る 女 改 之 長 屋 や 面 番 所 の 看 板 は 不 要。

　 将 来 的 に 設 置 す る 船 会 所 や 土 蔵 を 土 の 色 を 変 え て 案 内 看 板 を 設 置 し た

　 ら ど う か。

（ 委 員 長 ） 四 隅 を ロ ー プ で 張 っ て、 表 示 看 板 を す る だ け な ら 予 算 が か か

　 ら ず す ぐ に 可 能。

（ 事 務 局 ） 船 会 所 や 土 蔵 は 将 来 的 課 題 と し、 ま ず は 史 跡 保 存 活 用 計 画 を

　 作 成 し、 長 期 計 画 を 立 て た い。 史 跡 保 存 活 用 計 画 に 船 会 所 や 土 蔵 の 整

　 備 目 標 年 次 や 財 政 的 裏 づ け を 明 記 し て い き た い。

（ 委 員 ） 建 築 専 門 部 員 に 女 改 之 長 屋 の 完 成 式 典 の 案 内 と 建 築 専 門 部 　

　 会 が し ば ら く 休 会 に な る 連 絡 を し て ほ し い。

（ 会 議 終 了 後、 新 居 関 所 の 現 地 確 認。 ）

【現 地 指 導】

（ 委 員 ） 土 間 の 電 球 が 昭 和 レ ト ロ で 復 元 物 と 混 同 し そ う。

　 裏 御 門 北 の 仮 設 ゲ ー ト は、 木 柵 調 に し た ら 景 観 に あ う。

　 梁 の 手 斧 の か け 方 が 水 平 に な っ て い る が、 古 代 の か け 方。

　 中 世 の 城 は な な め 掛 け で あ っ た。

　 梁 の つ な ぎ 目 の 金 具 を 目 立 た な い よ う 補 色 が で き な い か。

　 戸 を あ け て す ぐ に ス イ ッ チ で あ る の で、 左 開 け に し た ら ど う か。

（ 事 務 局 ） 蔀 板 は ど の 部 分 か ？

（ 委 員 ） 下 見 板 の こ と。 お そ ら く 発 音 が 似 て い る た め、 仕 様 帳 で は 　

　 蔀 と 表 記 し た も の と 思 わ れ る。



（ 事 務 局 ） 敷 居 は ど の よ う に 登 る か ？

（ 委 員 長 ） 下 駄 石 が あ っ た の で は な い か。

（ 事 務 局 ） 根 太 は ど の 部 分 か ？

（ 委 員 ） 床 板 の 下 の 太 い 柱 の こ と。 根 太 が 直 接 地 面 に 面 し て い る こ 　

　 と か ら 板 畳 で あ る こ と が 推 測 さ れ た。

（ VR を 体 験 後、 16 ： 35 解 散 ）

　


